
金
滞
古
蹟
志
巻
一

野
々
市

ρ
舘
は
守
護
鹿
の
園
府
た
り
と
い
ふ
ぺ
し
。
共
の
館
祉
は
貸

永
誌
に
、
野
々
市
村
領
内
に
御
舘
と
一
宮
ふ
庭
あ
り
。
又
は
御
磁
の
舘

・
と
も
一
宮
ふ
。
富
樫
介
一
族
泰
商
住
地
の
由
申
停
へ
た
り
。
右
舘
跡
ニ

ク
所
の
内
、
一
・
グ
所
は
今
作
食
磁
立
有
v

之
、
一
・
グ
所
は
畠
地
に
成
る
。

と
あ
り
。
石
川
訪
古
説
記
に
云
ふ
。
余
嘗
履
-
巣
地
吋
乃
知
-b
回
樫
舘
外

詔
一
寅
永
誌
合
昌
二
所
以
震
且
館
逃
吋
今
倫
飴
=
共
港
立
制
震
=
茂
草
吋
査
系
邑

告
朔
餓
羊
吋
山
間
昌
後
門
二
問
南
行
二
百
武
許
。
至
a
宮
樫
故
舘
吋
質
永
誌
泰

高
居
v
鴬

a

内
噂
東
西
二
百
徐
武
.
甫
北
二
百
六
十
武

ω

遺
埼
高
教
尺
。

西
盈
長
可
昌
四
十
七
八
歩
一
東
西
皆
入
昌
諜

Ha--無
昌
遺
逃
吋
甫
盤
長
七
十

歩
許
，
就
中
三
十
歩
臨
剛
v
盤
瓶
=
盤
外
水
吋
叉
六
七
歩
有
=
盈
門
社
吋
又
三

十
三
四
歩
盈
藍
倫
存
。
西
北
一
一
部
方
十
三
四
歩
。
捜
盈
倫
存
.
古
者
環
v

舘
以
昌
重
壁
吋
土
人
年
々
壊
v
盤
樫
v
嬢
鋤
矯
=
水
田
吋
至
v
今
際
越
隠
々
可
v

観
.
父
老
云
。
我
幼
猶
観
昌
披
接
金
存
↓
去
v
今
登
不
v
出
昌
ロ
ハ
九
十
年
外
-

-XLR
と
。
ま
た
三
州
志
古
塩
考
の
頭
書
に
、
此
の
舘
跡
官
道
の
東
へ

入
る
た
り
。
野
々
市
村
よ
り
一
町
あ
り
。
既
に
此
の
遺
迩
一
一
一
百
三
十
年

強
を
歴
た
れ
ば
、
今
垂
〈
荒
駿
岡
地
に
化
し
.
十
ク
一
を
も
存
せ
歩
。

土
居
所
々
僅
か
に
臆
す
る
も
の
高
き
事
七
凡
尺
耳
。
故
に
前
後
内
外

の
分
地
勢
を
以

τも
不
v
可
a
測
量
-
也
。
共
の
存
す
る
も
の
は
南
方
の

ら
れ
た
れ
ば
、
末
成
朝
臣
も
さ
る
撰
患
に
て
‘
加
賀
園
府
を
も
粂
佳

あ
り
た
る
た
る
ぺ
し
。
さ
れ
ぽ
末
成
朝
臣
は
加
賀
園
守
の
元
組
に

て
、
国
府
践
を
此
の
地
に
定
め
官
舎
を
創
立
せ
ら
れ
し
も
、
末
成
朝

臣
の
検
定
せ
し
底
た
・
り
し
と
聞
ゆ
。
類
楽
園
史
に
殺
せ
ら
れ
し
卒
停

に
、
末
成
幼
而
聴
悟
。
博
覧
=
文
箱
-
一
式
々
。
出
佳
品
伊
謙
介
二
服
=
出
雲

常
陸
大
和
越
前
守
吋
並
以
=
斡
済
-
聞
云
々
。
抽
唱
腸
桐
昌
正
四
位
上
一
と
あ

り
o
h
も
ふ
に
俗
停
に
、
一
一
保
天
皇
の
御
世
寛
和
年
中
、
花
山
法
皇

北
国
語
幸
の
時
、
能
美
郡
今
江
村
の
地
内
に
皇
居
を
留
め
給
ふ
に

よ
り
、
御
幸
壊
の
遺
名
あ
る
よ
し
と
い
ひ
停
へ
た
り
。
叉
官
接
泰
高

と
甥
宮
樫
成
容
と
加
賀
の
守
備
蹴
職
を
挙
ひ
‘
文
安
四
年
双
方
半
周
宛

賜
は
り
、
泰
高
は
卸
ち
御
幸
塚
に
居
舘
を
諮
り
、
愛
K
居
り
て
牟
園

の
守
護
肢
を
勤
む
と
い
ひ
.
又
長
線
二
年
泰
高
が
遺
領
加
賀
b
T
園
を

赤
松
次
郎
政
則
に
賜
は
り
‘
政
則
も
亦
御
幸
壌
に
居
舘
す
と
い
へ

り
。
右
御
幸
塚
の
地
は
、
古
園
府
よ
り
踊
る
事
遠
か
ら
宇
、
中
央
の

良
地
な
る
が
故
怠
る
ぺ
し
。
吾
が
奮
藩
三
世
槌
中
納
言
利
常
卿
い
ま

だ
批
年
の
頃
、
金
滞
の
府
披
全
備
せ
ざ
る
に
よ
り
、
掠
郭
・
壁
接
等

を
修
築
あ
る
ぺ
き
と
の
事
友
り
し
に
、
本
多
政
重
・
横
山
長
知
爾
園

老
、
此
の
際
府
械
を
能
美
郡
御
幸
塚
へ
移
柑
仰
せ
ら
れ
可
然
哉
と
言
上

金
滞
古
蹟
志
巻

土
居
五
十
問
、
中
断
し
て
廿
三
聞
と
廿
七
聞
と
に
た
る
。
問
方
の
土
〕

居
四
十
九
閥
、
此
の
徐
は
中
聞
に
或
は
廿
四
問
、
或
は
十
聞
の
土
居

守一喝，
v

あ
り
。
或
は
中
聞
に
馬
跡
と
呼
ぶ
慮
百
七
間
あ
り
。
御
倉
跡
と
土
人

体
言
す
る
地
は
舘
跡
の
続
き
西
方
に
あ
り
。
二
十
七
聞
の
土
居
中
断

し
て
存
す
。
此
の
四
五
十
年
前
ま
で
は
.
此
蕗
に
作
食
倉
あ
り
し
ょ

し
也
。
と
い
へ
り
。

。
古
今
国
廊
位
置

加
賀
園
府
は
既
に
い
へ
る
が
如
〈
、
能
美
郡
得
橋
郷
圏
府
村
の
地
に

て
、
此
の
地
は
凡
そ
営
園
の
中
央
怠
る
の
み
怠
ら
歩
、
前
は
耕
回
遥

か
に
隔
て
h
海
水
を
潜
へ
、
後
は
山
獄
峨
々
と
連
績
せ
り
。
共
の
地

景
薪
水
狼
魚
の
便
宜
を
得
、
置
に
盟
儀
の
地
と
い
ふ
ぺ
し
。
故
に
加

賀
建
国
の
際
、
殊
に
此
の
地
を
見
立

τaA国
府
と
定
め
、
闘
聴
を
ば

愛
に
置
き
た
る
な
る
ぺ
し
。
営
園
は
嵯
峨
天
皇
の
御
世
弘
仁
十
四
年

に
.
越
前
園
守
紀
末
成
朝
臣
が
議
奏
に
依
り
て
建
園
の
宣
下
あ
り
。

末
成
朝
臣
に
卸
ち
加
賀
固
守
を
殺
任
せ
し
め
ら
れ
た
り
と
見
え
て
.

類
家
闘
史
巻
十
に
天
長
元
年
八
月
従
四
位
上
行
越
前
加
賀
守
紀
朝
臣

末
成
と
あ
り
。
天
長
元
年
は
建
園
の
翌
年
に

τ、
同
年
八
月
廿
自
の

官
符
に
令
二
良
守
粂
=
敷
園
吋
小
大
之
政
従
a
共
所
'
諦
一
宮
々
。
と
載
せ

せ
し
よ
し
、
拾
纂
名
言
記
に
俄
せ
た
り
。
右
等
の
侮
話
共
に
て
も
、

能
美
郡
古
園
府
の
地
畿
の
良
地
な
る
事
知
ら
れ
け
り
。
又
宮
樫
氏
の

世
々
居
舘
し
た
る
石
川
郡
宮
樫
郷
野
々
市
の
地
は
‘
金
津
よ
り
踊
る

事
僅
か
に
一
塁
な
る
が
、
住
吉
の
郡
界
は
摩
川
を
以
て
石
川
・
加
賀

雨
郡
の
境
堺
と
た
し
h
が
故
に
、
石
川
郡
の
北
隅
と
す
。
さ
れ
ど
賞

固
に
て
の
庚
原
た
る
中
央
な
れ
ば
、
此
の
地
も
ま
た
地
の
便
宜
を
得

た
る
に
よ
り
、
富
樫
の
組
家
園
愛
に
居
舘
を
定
め
.
二
十
飴
世
暦
数

凡
そ
五
百
飴
年
、
守
護
践
を
此
の
地
に
閲
き
居
館
せ
し
怠
る
ぺ
し
。

又
奮
藩
前
田
氏
の
世
々
居
城
と
せ
ら
れ
し
金
揮
の
披
地
は
.
石
川
郡

石
浦
郷
山
崎
村
の
替
地
内
な
る
よ
し
、
醤
務
中
の
緒
飽
鍛
に
記
載

す
。
共
の
位
置
は
富
樫
氏
の
舘
跡
た
る
野
々
市
騨
よ
り
一
旦
許
北
に

て
、
営
閣
の
北
隅
と
い
ふ
ぺ
〈
.
共
の
披
地
は
犀
川
・
洩
野
川
爾
河

流
の
中
聞
に

τ、
中
石
川
の
地
内
た
り
。
今
邑
人
共
手
取
川
と
犀
川

の
聞
を
ぽ
大
石
川
と
稽
し
、
犀
川
と
溜
野
川
と
の
聞
を
は
中
石
川
と

呼
べ
り
。
或
は
云
ふ
。
大
石
川
は
往
古
以
来
の
石
川
郡
の
地
域
‘
中

石
川
は
加
賀
郡
の
地
内
に
て
、
往
昔
は
犀
川
以
北
を
加
賀
郡
と
す
o'

然
る
を
中
古
加
賀
郡
を
二
郡
に
割
り
て
、
裁
野
川
の
以
南
を
河
南
郡

と
し
‘
以
北
を
ぽ
河
北
郡
と
せ
し
を
、
処
世
の
頃
河
南
部
は
石
川
郡




